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──周作クラブ会報　87 号──

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
第
87
号

�

２
０
２
２
年
５
月
発
行

■
発 

行 

人　

加
賀　

乙
彦

■
編 

集 

人　

高
橋
千
劔
破

■
副
編
集
人　

亀
岡　

園
子

■
編
集
部　

一
田
佳
希
、
大
原
雄
、
近
藤
恭
弘
、

高
木
香
織
、
清
水
優
子

■
発 

行 

所　

東
京
都
世
田
谷
区
上
馬
４-

29-

17

　
　
　
　
　
　

加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

	

　

Ｅ
メ
ー
ル　

Shusaku_club@
yahoo.co.jp

編
集
後
記

▼
遠
藤
周
作
先
生
が
亡
く
な
っ
た
の
は
、

１
９
９
６
年
（
平
成
８
年
）
９
月
29
日
の
こ
と
で

す
。
そ
の
日
僕
は
、
た
ま
た
ま
尾
崎
秀ほ
つ
き樹

先
生
の

お
宅
に
お
じ
ゃ
ま
し
て
お
り
ま
し
た
。
す
る
と

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
、「
遠
藤
周
作
の
訃
報
」

を
報
じ
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

▼
僕
は
、
取
る
も
の
も
取
り
あ
え
ず
、
先
生
の
入

院
先
で
あ
る
慶
応
病
院
に
駆
け
付
け
ま
し
た
。

と
は
い
え
、
夜
の
こ
と
で
も
あ
り
、
ご
遺
体
に

面
会
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
が
翌
日
、

ご
自
宅
に
帰
ら
れ
た
先
生
に
、
お
別
れ
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ご
葬
儀
い
っ
さ
い

が
終
わ
る
ま
で
、
裏
方
と
し
て
働
い
た
の
で
し
た
。

▼
そ
の
後
、
先
生
ゆ
か
り
の
各
地
か
ら
、
文
学
館

建
設
の
話
が
あ
り
、
主
に
遠
藤
順
子
夫
人
と
加
藤

宗
哉
さ
ん
、
僕
の
三
人
で
、
そ
れ
ら
の
候
補
地
を

見
て
巡ま
わ

り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
順
子
夫
人
の

強
い
思
い
も
あ
っ
て
、『
沈
黙
』
の
舞
台
と
な
っ

た
長
崎
市
外
海
町
の
、
海
辺
の
丘
に
決
め
た
の

で
し
た
。
い
ま
、
そ
の
こ
ろ
の
思
い
が
、
し
き
り

に
胸
中
を
駆
け
巡
り
ま
す
。
し
ば
ら
く
ぶ
り
に
、

今
年
は
外
海
に
行
っ
て
み
た
い
な
、
と
…
…
。

�

（
劔
）

◆
今
年
の
﹁
文
学
セ
ミ
ナ
ー
﹂
は

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
﹁
朗
読
＆
ト
ー
ク
﹂

　
「
遠
藤
文
学
原
点
の
旅
」
は
残
念
な
が
ら

今
年
も
中
止
で
す
が
、
旅
の
準
備
と
し
て
毎

年
行
な
っ
て
き
た
「
文
学
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、

こ
の
夏
、
形
を
変
え
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
な

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
取
り
あ
げ
る
の
は
、

遠
藤
周
作
の
新
刊
と
し
て
話
題
に
な
っ
て
い

る
若
き
日
の
小
説
『
稔
と
仔
犬
』
で
す
。

　

日
時　

７
月
９
日
（
土
）
14
時
～
16
時

✤
朗
読
＆
ト
ー
ク
『
稔
と
仔
犬
』

　
　

朗
読　
　

亀
岡
園
子

　
　

お
話　
　

今
井
真
理

※�『
沈
黙
』
の
原
点
と
も
い
え
る
短
篇
「
稔

と
仔
犬
」
を
ほ
ぼ
ノ
ー
カ
ッ
ト
で
朗
読
し
、

そ
れ
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
７
月
２
日

（
土
）ま
で
に
、左
記「
周
作
ク
ラ
ブ
」へ
メ
ー

ル
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

Shusaku_club@
yahoo.co.jp

　

事
務
局
か
ら
参
加
の
た
め
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
お

送
り
し
ま
す
。
初
め
て
の
方
で
も
簡
単
に
参

加
が
可
能
で
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
遠
藤
周
作
の
新
刊
本

『
稔
と
仔
犬　

青
い
お
城

　

―
遠
藤
周
作
初
期
童
話
』

　

河
出
書
房
新
社

�

定
価
１
，９
８
０
円（
税
込
）

　

芥
川
賞
受
賞
直
後
の
、
若
き
日
に
発
表
さ

れ
た
幻
の
短
篇
、
中
篇
を
初
単
行
本
化
。
表

題
作
の
「
稔
と
仔
犬
」
は
『
沈
黙
』
の
原
点

と
も
い
っ
て
い
い
作
品
。
解
題
・
解
説
は
今

井
真
理
。

　

お
問
合
せ
は
、
河
出
書
房
新
社
編
集
部
、

太
田
美
穂
ま
で
。m

-ota@
kaw
ade.co.jp

（
電　

話
）
０
３
・
３
４
０
４
・
８
６
１
１

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
０
３
・
３
４
０
４
・
１
３
７
７

『
善
人
た
ち
』（
戯
曲
）

　

新
潮
社　

３
月
末
発
売

�

定
価
１
，８
７
０
円（
税
込
）

　

昨
年
暮
れ
に
発
見
さ
れ
た
未
発
表
戯
曲
３

篇
が
早
く
も
単
行
本
化
さ
れ
ま
し
た
。
表
題

作
の
ほ
か
、「
戯
曲
『
わ
た
し
が
・
棄
て
た
・

女
』」「
切
支
丹
大
名
・
小
西
行
長

―
『
鉄

の
首
枷
』
戯
曲
版
」
を
収
録
。
と
く
に
「
善

人
た
ち
」
は
、
日
米
開
戦
直
前
に
ア
メ
リ
カ

に
渡
っ
た
日
本
人
留
学
生
が
味
わ
っ
た
複
雑

な
″
善
意
〟
を
描
い
た
作
品
で
、
こ
れ
ま
で

の
遠
藤
文
学
に
な
か
っ
た
設
定
と
舞
台
で
注

目
さ
れ
ま
す
。

『
怪
奇
小
説
集　

恐
怖
の
窓
』

　

角
川
文
庫　

4
月
末
発
売

�

定
価
８
５
８
円（
税
込
）

　

表
題
「
恐
怖
の
窓
」、「『
蜘
蛛

―
周
作

恐
怖
譚
』
あ
と
が
き
」
を
含
め
16
篇
の
怪
奇

小
説
集
。「
サ
ド
侯
爵
の
犯
罪
」
は
月
刊
誌

「
知
性
」（
１
９
５
５
・
３
）
に
発
表
さ
れ
、

単
行
本
未
収
録
作
品
と
し
て
今
回
掲
載
さ
れ

た
。

◆
緊
急
特
別
講
座

　
遠
藤
周
作
・
発
見
さ
れ
た
戯
曲

　﹃
善
人
た
ち
﹄
に
つ
い
て

　

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
新
宿

　

講
座
名
「
文
章
で
表
現
す
る
技
術
」

※
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
も
可
。

講　

師　

加
藤
宗
哉

日　

時　

６
月
10
日
（
金
）

　
　
　
　

13
時
～
14
時
30
分

会　

場　

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
新
宿

※�

発
見
の
経
緯
か
ら
、
作
品
の
魅
力
と
テ
ー

マ
、
小
説
と
は
異
な
る
独
特
の
技
法
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

受
講
料

　

会
員 

３
，３
０
０
円
＋
設
備
費
１
６
５
円

　

一
般 

４
，４
０
０
円
＋
設
備
費
１
６
５
円

申
込
先　

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
新
宿

　
　
　
　

 

０
３
・
３
３
４
４
・
１
９
４
５

　

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
２
の
６
の
１　

新

宿
住
友
ビ
ル
10
階
。
最
寄
り
駅
は
都
営
大
江

戸
線
「
都
庁
前
」
駅
、
も
し
く
は
J
R
「
新

宿
」
駅
西
口
。

◆
遠
藤
周
作
研
究

　

研
究
動
向
「
遠
藤
周
作
」　

笛
木
美
佳

�

昭
和
文
学
研
究　

第
84
集
３
／
１
発
行

内
容
…
近
年
で
は
『
遠
藤
周
作
全
日
記
』
上

下
巻
（
河
出
書
房
新
社
）、『
遠
藤
周
作
事
典
』

（
鼎
書
房
）
の
刊
行
が
特
筆
さ
れ
る
。
過
去

十
年
に
刊
行
さ
れ
た
研
究
書
は
二
十
冊
、
近

年
は
作
家
活
動
を
相
対
化
す
る
研
究
が
進
み
、

①
同
時
代
に
お
け
る
意
味
づ
け　

②
キ
ー

ワ
ー
ド
を
立
て
て
の
遠
藤
文
学
全
体
像
の
捕

捉
、
③
外
国
文
学
研
究
者
に
よ
る
新
し
い
視

座
の
導
入
、
④
神
学
的
観
点
か
ら
の
検
証
・

意
味
づ
け
、
⑤
史
料
の
検
証
に
よ
る
相
対
評

価
の
五
つ
に
分
類
で
き
る
。
今
後
は
、
遠
藤

文
学
を
生
み
出
し
た
「
芸
術
体
験
」
や
先
輩
・

同
世
代
作
家
と
の
関
係
、
対
談
、
ゆ
か
り
の

土
地
の
研
究
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。
問
合
せ

先
は
、
昭
和
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学

科
・
笛
木
美
佳
（f_m

ika@
sw
u.ac.jp

）

ま
で
。

　

―
♢

―
♢

―
♢

―

✤﹁
会
報
﹂
の
原
稿
募
集

　

会
員
の
皆
さ
ん
の
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。

９
０
０
字
（
半
ペ
ー
ジ
分
）
あ
る
い
は

１
８
０
０
字
（
１
ペ
ー
ジ
分
）。
遠
藤
周
作

の
人
と
作
品
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
遠
藤
文

学
と
の
関
わ
り
な
ど
何
で
も
結
構
で
す
。

　

な
お
、
原
稿
は
必
ず
下
記
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

宛
て
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
の
際
に

は
ご
連
絡
差
し
あ
げ
ま
す
。

お
知
ら
せ


